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「
大
田
交
通
安
全
教
育
セ
ン
タ
ー
」
竣
工

70歳
以
上
の
人
を
対
象
と
し
た
「
高
齢
者
講
習
」
が
10月

１
日
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た

島根県交通安全協会が「大田交通安全教育センター」で

運転免許証更新に伴う高齢者講習を開講しました。

（関連記事10ページ）
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ふ
る
さ
と
納
税
は
、
生
ま
れ
た

故
郷
や
応
援
し
た
い
自
治
体
に
寄

附
が
で
き
る
制
度
で
す
。

　
本
市
に
も
、
こ
の
制
度
を
通
じ

て
全
国
か
ら
た
く
さ
ん
の
応
援
の

寄
附
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
昨
年
度
、
本
市
へ
寄
せ
ら
れ
た

ふ
る
さ
と
納
税
寄
附
金
は
、
２
億

３
７
９
万
２
千
円
で
し
た
。
ご
寄

附
い
た
だ
き
ま
し
た
多
く
の
皆
さ

ん
に
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
本
市
で
は
、
平
成
20
年
度
に
ふ

る
さ
と
納
税
制
度
を
導
入
し
、
以

来
、
毎
年
多
く
の
か
た
に
寄
附
を

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
そ
の
際
、

本
市
の
特
産
品
な
ど
を
返
礼
品
と

し
て
お
渡
し
し
て
い
ま
す
。
返
礼

品
の
提
供
に
は
、
市
内
の
事
業
者

の
皆
さ
ん
に
ご
協
力
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。

　
こ
の
た
び
、
三
瓶
町
に
あ
る

『
フ
ァ
ー
ム
浮
布
株
式
会
社
』
の

藤
原
章
子
さ
ん
に
、
ふ
る
さ
と
納

税
へ
の
思
い
に
つ
い
て
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
し
ま
し
た
。

―
―
返
礼
品
提
供
の
き
っ
か
け

は
？

　「
全
国
の
各
地
の
食
卓
へ
、
三

瓶
山
の
麓
で
育
っ
た
『
う
き
ぬ
の

米
』
を
届
け
た
い
」
と
、
自
社
の

ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ
を
通
し
て
お
届

け
し
て
い
ま
し
た
が
、
ふ
る
さ
と

納
税
の
返
礼
品
と
し
て
提
供
す
る

こ
と
で
、
さ
ら
に
多
く
の
か
た
へ

お
届
け
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と

思
っ
た
か
ら
で
す
。

―
―
全
国
か
ら
嬉
し
い
コ
メ
ン
ト

が
届
い
て
い
る
そ
う
で
す
ね
？

　
そ
う
な
ん
で
す
。「
美
味
し
く

て
子
ど
も
た
ち
が
た
く
さ
ん
食
べ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」、「
減
農

薬
減
化
学
肥
料
で
の
栽
培
は
大
変

だ
と
思
い
ま
す
が
応
援
し
て
い
ま

す
！
」
な
ど
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
い

た
だ
き
、
と
て
も
私
た
ち
の
励
み

に
な
り
嬉
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。

　
何
度
も
繰
り
返
し
返
礼
品
と
し

て
選
ん
で
い
た
だ
き
、
お
届
け
先

を
確
認
す
る
際
に
、
そ
の
か
た
た

ち
の
名
前
を
見
た
と
き
は「
あ
ぁ
、

ま
た
頼
ん
で
い
た
だ
け
た
」
と
、

と
て
も
大
き
な
喜
び
に
な
り
ま
す
。

―
―
選
ん
で
く
だ
さ
っ
た
寄
附
者

の
皆
さ
ん
へ
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願

い
し
ま
す
。

　
い
つ
も
応
援
い
た
だ
き
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
！

　
私
の
大
好
き
な
こ
の
三
瓶
の
地

で
お
米
づ
く
り
が
で
き
る
こ
と
、

ま
た
、
こ
の
大
好
き
な
三
瓶
の
風

景
が
今
こ
こ
に
あ
る
こ
と
は
、
こ

う
し
て
「
う
き
ぬ
の
米
」
を
お
届

け
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
皆
さ

ん
の
お
か
げ
で
す
。

大好きなこの地でお米作りができること
大好きな風景が今ここにあることは
寄附をお寄せいただいた皆さんのお陰です。

全国の皆さんへ感謝を伝えたい――

ふるさと納税

問政策企画課（☎0854‐83‐8029）

三瓶山の麓で「うきぬの米」の稲を持つ藤原章子さん三瓶山の麓で「うきぬの米」の稲を持つ藤原章子さん三瓶山の麓で「うきぬの米」の稲を持つ藤原章子さん三瓶山の麓で「うきぬの米」の稲を持つ藤原章子さん 写真提供元：ふるさとチョイス写真提供元：ふるさとチョイス



寄附金額・件数の推移（千円）

寄附金額 件数
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　市では、返礼品の提供にご協力いただける事業者・
個人を随時募集しています。
　特産品だけでなく、宿泊やそば打ち、サイクリングなど
の体験型サービスも返礼品にできます。
　詳しくは市ホームページをご覧いただくか
政策企画課までご連絡ください。
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返礼品提供事業者募集!

《市ホームページ》

■
寄
附
金
額
・
件
数
の
推
移

■寄附金の使い道

　こ
の
三
瓶
の
地
が
、
皆
さ
ん
の

『
食
の
ふ
る
さ
と
』
に
な
る
こ
と

が
私
の
夢
で
す
。

　「う
き
ぬ
の
米
」
が
健
や
か
な

日
々
を
過
ご
す
た
め
の
大
切
な
食

の
ひ
と
つ
を
担
え
る
よ
う
、
こ
れ

か
ら
も
、
こ
の
大
自
然
の
三
瓶
山

の
恵
み
に
感
謝
し
て
、
安
全
で
美

味
し
い
お
米
づ
く
り
に
励
ん
で
い

き
ま
す
。

―
―
市
民
の
皆
さ
ん
へ
伝
え
た
い

こ
と
は
？

　三
瓶
山
の
大
自
然
の
恵
み
が
育

ん
だ
お
米
を
全
国
発
送
さ
せ
て
い

た
だ
き
、
全
国
各
地
か
ら
大
田
市

を
応
援
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
こ

と
を
日
々
感
じ
て
い
ま
す
。

　山
の
幸
・
海
の
幸
の
資
源
豊
か

な
大
田
市
に
誇
り
と
希
望
を
持
っ

て
、
こ
れ
か
ら
も
大
田
市
の
農
業

を
担
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
大
田
市
の
豊
か
な
資
源
を
一

緒
に
Ｐ
Ｒ
し
、
応
援
し
て
い
た
だ

け
た
ら
嬉
し
い
で
す
。

未来を担う「子育て」応援事業

第10回ふるさとチョイス大感謝祭

11月９日㈯・10日㈰
場所　パシフィコ横浜

参加無料 お
母
さ
ん
た
ち
の
交
流
・
子
ど
も
た
ち
の

遊
び
の
場
で
の
様
子

《大感謝祭 特設サイト》

　『未来を担う「子育て」応援事業』では、子育
て中の親子の居場所づくりをおこなっている団体
の活動費として使用しました。

　パシフィコ横浜にて国内最大級のふるさと納税イベン
トがあります。大田市も参加予定ですので、お近くにお住
いのお知り合いまたはご親戚などがいらっしゃいましたら、
お声がけください。お待ちしております！

～あなたの寄附が地域のチカラに～
自治体・生産者・寄附者の皆さんが
“交流”できる日本最大級のふるさと納税イベント

定住促進

石見銀山のまちづくり
文化・芸術・スポーツの振興
自然体験から学べる山村留学事業
「大田の大あなご」ブランド化事業

石見銀山遺跡の保存、伝承、有効活用など
歴史文化・伝統行事の継承、芸術の振興、スポーツの振興など
山村留学センターの PRや運営・管理などの支援
「大田の大あなご」PRのためのパンフレット作成やイベントの開催支援など

未来を担う「子育て」応援事業 安心して妊娠・出産・子育てができる環境や制度整備など

日本遺産を構成する22の文化財の保全活動や国内外への魅力発信など

定住・UIターン促進、子育て支援、産業振興、雇用の促進、地域医療の
充実など

参画と協働によるまちづくり

日本遺産「石見の火山が伝える
悠久の歴史」推進事業

地域コミュニティの活性化、中山間地域の活性化、ボランティア団体の
育成など

三瓶の自然と希少動植物の保護 小学生の市指定希少動植物保護活動支援・啓発、三瓶山トイレ・登山道
整備など

使い道 内容

申込必要
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119億8,932

47億8,745

73億3,653

収益的収支（税抜）
資本的収支（税込）
収益的収支（税抜）
資本的収支（税込）
収益的収支（税抜）
資本的収支（税込）

病院事業

水道事業

下水道事業

決算の状況

健全化判断比率 ――すべての指標が健全化基準を下回っています

※１　地方公共団体の標準的な状態で通常収入があるであろう経常的一般財源の規模を示すものです。
※２　赤字、資金の不足が生じておらず、比率が算定されないため、「－」表示となります。

　平成19年６月、自治体の財政破綻を未然に防ぐことを目的に、「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」
が施行されました。地方公共団体は、４つの指標である「健全化判断比率」、公営企業の経営の健全化を判断
する指標である「資金不足比率」を公表することが義務付けられました。
　各比率は次のとおりで、監査委員の審査を受け、９月市議会に報告しました。

251億2,843
41億6,457

3,922
12億3,842
60億6,665
2億3,563
2,212
7,223

9億4,138
127億8,022
51億5,148
3億1,174
10億6,955
7億7,112
6億3,642
10億8,933

国民健康保険事業
国民健康保険診療所事業
後期高齢者医療事業
介護保険事業
生活排水処理事業
簡易給水施設事業
農業集落排水事業
大田市駅周辺土地区画整理事業

一般会計

特別会計合計

0

8,396

1億8,268

歳入
245億5,734
41億649
3,922

12億2,785
59億1,359
1億5,896
2,212
6,734

9億3,602
124億7,159
60億1,477
4億6,978
10億9,505
11億5,958
6億4,823
13億7,128

歳出
5億7,109
5,808

0
1,057

1億5,306
7,667

0
489
536

3億863
△8億6,329
△1億5,804
△2,550

△3億8,846
△1,181

△2億8,195

差し引き
296億5,962

0
1,640

0
0

7億1,056
0

1億6,588
10億6,300
19億5,584

市債残高
54億5,227
2億1,845

883
0

2億5,362
1億1,124

0
0
0

5億9,214

基金残高

特
別
会
計

企
業
会
計

（単位：万円）

早期健全化基準、財政再生基準、経営健全化基準を超えると……それぞれに対応した計画を作成し、総務大臣などに報告、
自主的または国・県の関与のもとに財政健全化をおこなうことになります。

■実質赤字比率

早期健全化基準…12.93％
財政再生基準…20.00％

大田市　―％※２

（赤字、資金不足なし）

普通会計を対象とした実質赤字の標
準財政規模※1に対する比率で、普通
会計の赤字の程度を示しています。

大田市　10.8％ 大田市　65.5％

早期健全化基準…350.00％

普通会計が将来負担すべき実質的な
負債の標準財政規模に対する比率
で、市が将来支払っていく負担額の
大きさの程度を示しています。

■連結実質赤字比率

早期健全化基準…17.93％
財政再生基準…30.00％

大田市　―％※２

（赤字、資金不足なし）

全会計を対象とした実質赤字（また
は資金不足額）の標準財政規模に対
する比率で、市全体の赤字の程度を
示しています。

大田市　―％※２

（赤字、資金不足なし）

■実質公債費比率

早期健全化基準…25.00％
財政再生基準…35.00％

普通会計が負担する元利償還金およ
び準元利償還金の標準財政規模に対
する比率で、市の借金の返済額の大
きさの程度を示しています。

■資金不足比率

経営健全化基準…20.00％

公営企業における資金不足額の事業
の規模に対する比率で、事業規模で
ある料金収入に対する資金不足の程
度を示しています。

■将来負担比率

　大田市はどの指標においても早期
健全化（経営健全化）基準内であり、
財政状況は健全であるといえます。
しかし、今後の財政運営は、物価高
騰や老朽化している公共施設への対
応が必要となってきます。
　今後とも、これらの指標を参考に
しながら健全な財政運営に努めてい
きます。
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令和５年度

決算報告
一般・特別会計の概要

【一般会計・歳入】
　予算現額262億1,047万円に
対して、調定額258億411万円、
収入済額は251億2,843万円、
不納欠損額2,267万円、収入未
済額6億5,301万円の決算となっ
ており、収入率は予算比95.9％、
調定比97.4％となっています。
【一般会計・歳出】
　支出済額245億5,734万円、
執行率93.7％となり、翌年度
繰越額7億7,926万円を差し引
いた不用額は8億7,387万円と
なっています。
【特別会計】
　8ある会計の歳入総額127億
8,022万円、歳出総額124億
7,159万円で実質収支額は、3億
327万円の黒字となりました。
【市債残高】
　一般会計における令和5年度
末の市債残高は、前年度末より
13億5,655万円減少しています。
特別会計分を合わせた市債残高
は、前年度末より7億6,780万
円減少し、316億1,546万円と
なりました。

市ホームページ

ホームページをご覧ください
財政状況、財政健全化判断比率の
詳細は、市公式ホームページでも
公開しています。

問財政課（☎0854‐83‐8017）

一般会計　歳入・歳出グラフ

歳入
251億2,843万円

歳出
245億5,734万円

市税
38億2,278万円

15.2％

負担金及び手数料等
3億4,549万円

1.4％

繰入金 
9億3,243万円

3.7％

その他
13億5,115万円

5.4％

地方交付税
99億872万円

39.4％

自主財源  
64億5,185万円

25.7％

人件費
44億6,232万円

18.2％

扶助費
43億9,890万円

17.9％ 公債費
29億7,579万円

12.1％

義務的経費
118億3,701万円

48.2％

投資的経費
26億5,205万円

10.8％

その他 
100億6,828万円

41.0％

このグラフは歳出を義務的な
経費と投資的な経費に分けたもの

普通建設事業費
23億4,411万円

9.5％災害復旧事業費
3億794万円

1.3％

物件費
31億7,313万円

13.0％

補助費等
31億6,562万円

12.9％

維持補修費
1億5,647万円

0.6％

積立金
6億8,224万円

2.8％

繰出金
22億7,016万円

9.2％

その他 6億2,066万円 2.5％

依存財源
186億7,658万円

74.3％

このグラフは歳入を自主財源と
それ以外の依存財源に分けたもの

地方譲与税等
11億6,487万円

4.6％

地方特例交付金
2,920万円
0.1％

国庫支出金
40億6,361万円

16.2％

県支出金
20億558万円

8.0％
市債

15億460万円
6.0％



《島根県ホームページ》
「土砂災害警戒区域」について

①見直し調査
　●斜面の下にある擁壁などの施設の効果を踏まえたレッドゾーン区域の見直し

　●公共事業や民間開発などの状況を踏まえた区域の見直し

②新規区域の抽出
　●地形図の高精度化や、住宅の新築に伴う

　　新規指定箇所の抽出

調査内容
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土砂災害警戒区域・特別警戒区域
の調査を実施します

　島根県では、土砂災害が発生した場合に、住民などの生命
または身体に危害が生ずるおそれがあると認められる区域を
「土砂災害警戒区域（イエローゾーン）・特別警戒区域（レッ
ドゾーン）」として指定しています。
　この指定に関しては、おおむね５年ごとに基礎調査をおこ
ない、見直しや新規区域の抽出をおこなうこととしています。
基礎調査では、地形や土地利用の状況などを確認し、変化が
認められた箇所や、高精度な地形情報などを用いて抽出した
土砂災害が発生するおそれのある箇所などについて、現地を
確認し、詳細な調査をおこないます。

平成30年度　土砂災害警戒区域（イエローゾーン）の見直し

　　　　　　土砂災害特別警戒区域（レッドゾーン）②の指定完了

平成25年度　１巡目調査

平成19年度　土砂災害警戒区域（イエローゾーン）①
　　　　　　の指定完了

今回
令和６年度　２巡目調査

※11月から、順次現地調査をおこないます。
　私有地に立ち入る場合は調査会社が
　事前に土地所有者のご了解をいただきます。

令和7年度

以降

調査結果に関する地元説明会
区域の指定手続き

問 調査に関すること　事業推進課　　☎０８５4－83－８１６７

　  大田市イエローゾーン、レッドゾーンに関すること　危機管理課 ☎０８５4－83－８００９

　  事業全般に関すること　島根県県央県土整備事務所　大田事業所　☎0854－84－9728

①
②②



「
星
降
る
森
の
写
真
館
」
へ
市
長
訪
問

　
国
際
コ
ン
テ
ス
ト
世
界
１
位
受
賞
報
告
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写
真
家  

宮
脇
洸
太
氏  

フ
ォ
ト
ス
タ
ジ
オ
　

　
三
瓶
山
の
麓
、
浮
布
池
展
望
台

近
く
に
今
年
７
月
に
オ
ー
プ
ン
し

た
写
真
家
宮
脇
洸
太
氏
の
フ
ォ
ト

ス
タ
ジ
オ
「
星
降
る
森
の
写
真

館
」。
９
月
10
日
、
市
長
が
訪
問

し
、
ス
タ
ジ
オ
見
学
に
併
せ
て
、

国
際
コ
ン
テ
ス
ト
の
『
Ａ
ｓ
ｉ
ａ

Ｗ
Ｐ
Ａ
』で
世
界
１
位
、『
Ｃ
ｏ
ｓ

ｍ
ｏ
ｓ
　
Ａ
ｗ
ａ
ｒ
ｄ
ｓ
』
で
世

界
１
位
と
世
界
３
位
を
受
賞
し
た

と
の
報
告
を
受
け
ま
し
た
。

　
受
賞
作
品
は
、
し
ま
ね
海
洋
館

ア
ク
ア
ス
の
ペ
ン
ギ
ン
を
題
材
と

し
た
タ
イ
ト
ル
「
遊
泳
飛
行
」

と
、
大
森
町
の
国
指
定
重
要
文
化

財
熊
谷
家
住
宅
で
、成
人
式
の
前

撮
り
を
お
こ
な
う
女
性
３
人
を
撮

影
し
た
写
真
の
２
点
。

　
審
査
で
は
、
ペ
ン
ギ
ン
の
「
躍

動
感
」
や
、
３
人
の
女
性
の
姿
が

「
三
者
三
様
の
物
語
性
が
あ
る
こ

と
」
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　
宮
脇
さ
ん
は
「
ウ
ェ
デ
ィ
ン
グ

フ
ォ
ト
以
外
の
作
品
で
初
め
て
コ

ン
テ
ス
ト
に
応
募
し
た
が
、
ま
さ

か
１
位
を
受
賞
で
き
る
と
は
。
興

奮
し
て
眠
れ
な
か
っ
た
」
と
喜
び

を
語
り
ま
し
た
。
ま
た
、「
こ
れ

を
き
っ
か
け
に
、
動
物
な
ど
も
撮

影
し
て
い
き
た
い
」
と
話
し
ま
し

た
。

　
受
賞
作
品
や
ス
タ
ジ
オ
見
学
の

様
子
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご

覧
い
た
だ
け
ま
す
。

問
産
業
企
画
課

（
☎
０
８
５
４
‐
83
‐
８
０
７
７
）

受賞作品を紹介する宮脇さん（右）

《
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
》

　
　
　市
長
の
日
記

全国大会出場選手が市長を表敬訪問
全国障害者スポーツ大会「SAGA2024」

　10月26日から佐賀県で開催される「全国障害者ス
ポーツ大会SAGA2024」に、卓球の競技で大國凌雅
さんが島根県代表として出場することになり、９月
24日、市長に報告しました。
　「全国障害者スポーツ大会」は、国民スポーツ大会
に併せて開催される障がい者スポーツの全国的な大
会です。
　表敬訪問した日が21歳の誕生日だった大國さんは
「これまでお世話になった人からのアドバイスを試
合に生かしたい。自信のあるサーブで相手を翻弄で
きれば。日々、練習してきた努力を発揮できるよう
頑張りたい」と意気込みを語りました。
　市長は「島根県の代表選手として、存分に練習の
成果を発揮してほしい。全国から集まる選手たちと
の交流もぜひ深めてほしい」と激励しました。
　　　　　　　 問地域福祉課（☎0854‐83‐8142）

　市は、今年度中に100歳を迎える市内の42人のか
たに、祝状と記念品の肌掛け毛布を贈呈しました。
　９月13日にケアハウスビラおおだで開催された敬
老会では、100歳を迎えた川合町の藤田フジヱさん
に、市長が祝状と記念品を渡し、長寿のお祝いをし
ました。市長から「おめでとうございます。これか
らもお元気で」と声をかけられた藤田さんは「あり
がとうございます」と笑顔で答えました。
　藤田さんは「健康の秘訣は、一生懸命働くこと。
今は書道をしている時間が楽しい。こんな大勢の皆
さんにお祝いされて本当にうれしい。まだまだ元気
に長生きします」と話しました。
　ケアハウスビラおおだでは、他にもスライドショー
や、職員による歌の披露がおこなわれ、素晴らしい
お祝いとなりました。
　　　　　　　 問介護保険課（☎0854‐83‐8175）

市
長
か
ら
記
念
品
を
受
け
取
る

藤
田
フ
ジ
ヱ
さ
ん

大
國
凌
雅
さ
ん（
左
）
と
市
長

100歳到達者への記念品贈呈事業
祝１００歳おめでとうございます！



　８月22日から28日に京都府内各地で開催される「第
９回全日本中学女子軟式野球大会」（ＳＰトーナメン
ト）に、第二中学校３年生の竹下彩葉さん、大田西中
学校３年生の楫谷仁心さんが出場することになり、
８月20日、市長に報告しました。
　竹下さんは「島根県代表として、ベスト８を目指し
て頑張りたい」、楫谷さんは「自分が今までやって
きたことを信じて打ちたい」と意気込みを語りました。
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明
日
に
つ
な
げ
る
地
域
医
療

　
市
で
は
地
域
医
療
を
担
う
人
材
を
育
成
す
る
た
め
、
地
域
医
療
に
貢
献

し
た
い
と
い
う
熱
意
の
あ
る
高
校
生
を
島
根
大
学
医
学
部
や
石
見
高
等
看

護
学
院
に
推
薦
し
て
い
ま
す
。
こ
の
制
度
を
活
用
し
て
、
医
師
や
看
護
師

に
な
っ
た
か
た
、
在
学
中
の
学
生
を
紹
介
し
ま
す
。

臨床研修医１年目　
　　  川上 雄飛さん（右）
　　  松原 瑠南さん（左）

　
今
年
３
月
に
島
根
大
学
医
学
部

を
卒
業
し
、
４
月
か
ら
島
根
県
立

中
央
病
院
で
臨
床
研
修
を
開
始
し

た
川
上
さ
ん
と
松
原
さ
ん
。
医
師

と
し
て
の
第
一
歩
を
踏
み
出
し
た

お
２
人
に
近
況
を
伺
い
ま
し
た
。

（
川
上
）１
〜
２
か
月
の
単
位
で
さ

ま
ざ
ま
な
診
療
科
を
回
っ
て
お

り
、
現
在
は
循
環
器
科
で
研
修
中

で
す
。
担
当
す
る
入
院
患
者
さ
ん

の
回
診
や
、
カ
テ
ー
テ
ル
手
術
の

立
ち
会
い
な
ど
、
幅
広
く
経
験
さ

せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
ま

た
、
月
３
回
入
っ
て
い
る
救
急
外

来
で
は
、
研
修
が
始
ま
っ
て
数
か

月
が
経
ち
ま
す
が
一
度
も
同
じ
症

例
が
な
い
く
ら
い
、
さ
ま
ざ
ま
な

患
者
さ
ん
が
来
ら
れ
ま
す
。
知
識

を
実
践
に
活
か
す
こ
と
の
難
し
さ

を
痛
感
し
て
い
ま
す
が
、
し
っ
か

り
向
き
合
っ
て
自
身
の
成
長
に
繋

げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
松
原
）現
在
、
救
命
救
急
科
で
研

修
を
し
て
お
り
、
救
急
外
来
に
勤

務
し
て
い
ま
す
。
緊
張
感
が
あ
り

毎
日
新
し
い
こ
と
の
連
続
で
心
が

休
ま
り
ま
せ
ん
が
、
少
し
ず
つ
で

き
る
こ
と
が
増
え
て
き
て
日
々
成

長
を
感
じ
て
い
ま
す
。
患
者
さ
ん

と
向
き
合
う
中
で
、
今
何
に
困
っ

て
い
る
の
か
と
い
う
こ
と
も
で
す

が
、
基
礎
疾
患
や
生
活
環
境
な
ど

の
背
景
が
影
響
し
て
い
な
い
か
、

そ
れ
を
改
善
す
る
た
め
に
支
援
で

き
る
こ
と
が
あ
る
の
か
を
考
え

て
、
し
っ
か
り
対
話
す
る
こ
と
を

心
が
け
て
い
ま
す
。

（
川
上
）将
来
、
大
田
市
の
医
療
に

貢
献
す
る
こ
と
を
目
標
に
日
々
研

さ
ん
を
積
ん
で
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
帰
っ
て
き
た
と
き
は
、
ど

う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

（
松
原
）患
者
さ
ん
が
相
談
し
や
す

い
医
師
を
目
指
し
て
、
ま
ず
は
臨

床
研
修
の
２
年
間
を
笑
顔
と
謙
虚

な
姿
勢
を
忘
れ
ず
頑
張
り
ま
す
。

将
来
大
田
市
で
勤
務
す
る
と
き
は

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

問
医
療
政
策
課

（
☎
０
８
５
４
‐
83
‐
８
０
５
７
）

研
修
医
１
年
目
の
生
活
は

い
か
が
で
す
か
？

大
田
市
の
皆
さ
ん
へ

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま
す

全国大会での健闘を祈り激励金を交付

　９月21日から23日に国立競技場（東京都）で開催さ
れる「日清食品カップ第40回全国小学生陸上競技交流
大会」に、長久小学校６年生の濱田夏実さん（100メー
トル）と静間小学校６年生の宮根友さん（コンバイン
ドＢ）、同校６年生の中村怜士さん（100メートル）が
出場することになり、８月27日、市長に報告しました。
　濱田さんは「国立競技場で走ることを楽しみたい」、
宮根さんは「自己ベストと島根県記録を出すために頑
張りたい」と意気込みを語りました。

竹
下
彩
葉
さ
ん
（
右
）

楫
谷
仁
心
さ
ん
（
左
）

第９回全日本中学女子軟式野球大会
宮
根
友
さ
ん
（
右
）

濱
田
夏
実
さ
ん
（
左
）

第40回全国小学生陸上競技交流大会
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企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
制
度

　
こ
の
た
び
、
企
業
版
ふ
る
さ
と

納
税
制
度
を
活
用
し
、
有
限
会
社

イ
チ
ケ
ン
（
松
江
市
）、
サ
ン
ベ

電
気
株
式
会
社
（
松
江
市
）
お
よ

び
山
陰
防
災
電
機
株
式
会
社
（
出

雲
市
）
か
ら
「
協
働
・
共
創
に
よ

り
持
続
可
能
な
ま
ち
を
つ
く
る
事

業
」
と
「
多
様
で
活
力
あ
る
産
業

を
つ
く
る
事
業
」
に
、
そ
れ
ぞ
れ

寄
附
が
あ
り
ま
し
た
。

　
８
月
７
日
、
８
月
20
日
、
８
月

21
日
に
感
謝
状
贈
呈
式
が
開
か

れ
、
市
長
か
ら
「
多
大
な
る
ご
支

援
に
深
く
感
謝
す
る
。
大
田
市
の

持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
に
お
い

て
大
切
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ

く
」
と
お
礼
を
述
べ
、
感
謝
状
を

贈
呈
し
ま
し
た
。

問
政
策
企
画
課

（
☎
０
８
５
４
‐
83
‐
８
０
０
５
）

有
限
会
社
イ
チ
ケ
ン

サ
ン
ベ
電
気
株
式
会
社

山
陰
防
災
電
機
株
式
会
社
が
大
田
市
を
応
援

有
限
会
社
イ
チ
ケ
ン
　

鈴
木
康
文
代
表
取
締
役
（
右
）
と

鈴
木
都
未
子
氏
（
左
）

山
陰
防
災
電
機
株
式
会
社

布
野
浩
之
代
表
取
締
役
社
長
（
左
）

サ
ン
ベ
電
気
株
式
会
社
　

安
達
亨
代
表
取
締
役
（
左
）

企業版ふるさと納税制度
（地方創生応援税制）とは…

　国が認定した地方公共団体の地方創生プロ
ジェクトに対して、企業が寄附をおこなった
場合に法人関係税から税額控除する仕組み

行政と市民が協働する『大田市の魅力発信』
『大田市の魅力が伝わる写真』をご提供いただきました
　市では、市民の皆さんが撮影した「大田市の魅
力が伝わる写真」を募集し、「広報おおだ」や市
ホームページ、市公式LINE、市公式Facebook
などで紹介し、行政と市民が協働する『大田市の
魅力発信』をおこなっています。
　応募方法などの詳細は、市ホームページに掲載
しています。
　一緒に大田市の素敵なところをＰＲしていきま
しょう！
　多くの皆さんのご応募、お待ちしています。

西の原の星空 浮布池の星空

問政策企画課（☎0854‐83‐8006）

《市ホームページ》
「フォトおおだ」応募方法

　久手町にお住まいのかたから素敵な写真をご提供いただきま
した。煌めく無数の星が三瓶山の夜空を覆いつくしている神秘
的な写真です。今にも三瓶の美しい星空に吸い込まれそう！
　ぜひ、カラー写真を市ホームページ「フォトおおだ」でご覧
ください。
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施設見学会では教習車が講習コースを走行しました

武田教育長と国際ソロプチミスト大田の皆さん

～石見大田税務署からのお知らせ～

給与支払者向け「年調減税事務に関する説明会」

　令和６年分の所得税について、定額による所得税の特別控除（定額減税）が実施されています。
　給与支払者の皆さんに令和６年分の年末調整の際、対象者の年調所得税額から一定の金額を控除する
年調減税事務をおこなっていただくことになります。
　スムーズに年調減税事務をおこなっていただけるよう説明会（事前申込制・無料）を開催しますので、
ぜひご参加ください。

～ 説明会の内容（予定）～
　 ・年調減税事務の概要
　　（年末調整の概要を含む）
　 ・質疑応答

【予約方法】
 石見大田税務署の総合窓口または
 電話で事前予約をお願いします。

会場はいずれも石見大田税務署２階会議室です。

【予約・問い合わせ先】石見大田税務署　調査部門（☎0854-82-0986　ダイヤルイン）

70
歳
以
上
の
人
の
運
転
免
許
証
の
更
新
が
ス
ム
ー
ズ
に
―

大
田
交
通
安
全
教
育
セ
ン
タ
ー
が
竣
工

　
令
和
元
年
に
市
内
唯
一
の
自
動

車
学
校
が
閉
校
し
、
高
齢
者
講
習

の
受
講
を
希
望
す
る
人
は
、
遠
方

に
あ
る
別
の
自
動
車
学
校
に
出
向

い
て
受
講
す
る
な
ど
負
担
が
大
き

か
っ
た
こ
と
か
ら
、
市
は
「
大
田

交
通
安
全
教
育
セ
ン
タ
ー
」（
鳥

井
町
）
を
整
備
し
、
９
月
24
日
に

竣
工
式
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

　
同
セ
ン
タ
ー
は
教
習
棟
（
教
習

室
・
講
師
室
）、
車
庫
棟
（
教
習

車
２
台
収
容
）、講
習
コ
ー
ス（
直

線
75
ｍ
・
外
周
２
５
０
ｍ
・
信
号

機
付
き
交
差
点
・
段
差
乗
上
げ
）

な
ど
が
整
備
さ
れ
て
お
り
、
敷
地

面
積
は
１
万
５
０
０
０
㎡
。

　
市
内
の
建
設
業
者
な
ど
６
業
者

（
敬
称
略：株
式
会
社
西
部
測
量
設

計・渡
邊
建
築
工
房
株
式
会
社・株

式
会
社
中
島
工
務
店
・
株
式
会
社

内
村
電
機
工
務
店
大
田
営
業
所
・

株
式
会
社
佐
藤
水
道
・
石
見
銀
山

建
設
株
式
会
社
）
に
よ
り
工
事
が

お
こ
な
わ
れ
、
竣
工
式
で
は
市
長

か
ら
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　
同
セ
ン
タ
ー
で
は
10
月
１
日
か

ら
「
島
根
県
交
通
安
全
協
会
」
が

運
転
免
許
証
更
新
に
伴
う
高
齢
者

講
習
を
開
講
し
て
お
り
、
市
内
の

年
間
対
象
者
は
約
２
０
０
０
人
と

見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

問
危
機
管
理
課

（
☎
０
８
５
４
‐
83
‐
８
０
０
９
）

祝辞を述べる島根県交通安全協会の大谷厚郎会長

竣工式の様子はこちら
《市ホームページ》

　
９
月
17
日
、
国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ

ス
ト
大
田
（
森
脇
岸
江
会
長
）
よ

り
、昨
年
に
続
き
、ユ
ニ
・
チ
ャ
ー

ム
株
式
会
社
の
ご
協
力
の
も
と

「
初
経
教
育
セ
ッ
ト
」
を
寄
贈
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　「
初
経
教
育
セ
ッ
ト
」は
、女
子

児
童
が
初
経
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、

か
ら
だ
の
成
長
や
変
化
に
関
す
る

正
し
い
知
識
を
学
べ
る
よ
う
テ
キ

ス
ト
２
冊
と
生
理
用
品
が
セ
ッ
ト

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
市
内
小
学
校
で
希
望
が
あ
っ
た

学
校
の
４
年
生
女
子
児
童
へ
配
布

さ
れ
ま
し
た
。

問
学
校
教
育
課

（
☎
０
８
５
４
‐
83
‐
８
１
６
０
）

寄
贈

「
初
経
教
育
セ
ッ
ト
」

国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
大
田

開　催　日

令和６年１１月　８日（金）

令和６年１１月１５日（金）

１０：００～１１：００
（６０分）

１０：００～１１：００
（６０分）

２４人

２４人

開　催　時　間 定 員
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２
日
間
の
作
業
で
、
ト
ラ
ッ
ク
は
走
り

や
す
い
環
境
に
な
り
ま
し
た

通
勤
・
通
学
の
人
た
ち
に
交
通
安
全
を

呼
び
か
け
ま
し
た

　
９
月
25
日
、
Ｊ
Ｒ
大
田
市
駅
前

な
ど
市
内
６
か
所
で
、
通
勤
や
通

学
を
す
る
皆
さ
ん
へ
「
交
通
ル
ー

ル
と
マ
ナ
ー
を
守
り
、
交
通
安
全

に
心
が
け
ま
し
ょ
う
」
と
街
頭
啓

発
活
動
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

　
大
田
市
駅
前
で
は
、
市
長
や
大

田
警
察
署
長
、
Ｊ
Ｒ
大
田
市
駅

長
、
石
見
交
通
株
式
会
社
大
田
営

業
所
長
、
大
田
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ

ブ
会
長
が
、
大
田
市
駅
を
利
用
す

る
人
に
ポ
ケ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
を

配
り
な
が
ら
、
交
通
安
全
を
呼
び

か
け
ま
し
た
。

　
７
月
29
日
、
８
月
２
日
の
２
日

間
、
大
田
市
陸
上
競
技
場
（
久
手

町
）
の
奉
仕
作
業
が
お
こ
な
わ
れ

ま
し
た
。

　
奉
仕
作
業
は
「
大
田
市
陸
上
競

技
場
維
持
管
理
の
会
」（
株
式
会

社
コ
ー
ユ
ー
、
株
式
会
社
長
嶋

組
、
株
式
会
社
山
﨑
組
、
パ
ブ

リ
ッ
ク
ロ
ー
ド
株
式
会
社
、
有
限

会
社
安
藤
土
木
、
有
限
会
社
渡
辺

建
設
）
の
６
社
と
株
式
会
社
魚
の

屋
の
協
力
に
よ
り
お
こ
な
わ
れ
、

今
年
で
２
回
目
と
な
り
ま
す
。

　
山
﨑
宏
隆
代
表
は
「
今
後
も
地

元
有
志
企
業
が
協
力
し
て
奉
仕
作

業
を
お
こ
な
い
、
貴
重
な
財
産
と

し
て
残
し
て
い
け
る
よ
う
お
手
伝

い
し
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

市内６か所で交通安全を呼びかけ
秋の全国交通安全運動

市陸上競技場のトラックきれいに
地元有志企業が協力し奉仕作業

　
８
月
31
日
、
会
館
う
み
ね
こ
で

「
福
光
海
岸
の
夕
日
を
見
る
会
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
会
場
で
は
、
砂
浜
で
の
宝
さ
が

し
や
、メ
ダ
カ
す
く
い
、か
き
氷
な

ど
の
出
店
が
あ
り
、
親
子
連
れ
な

ど
多
く
の
人
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
、募
集
し
て
い
た「
福

光
海
岸
の
夕
日
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス

ト
」
が
開
か
れ
ま
し
た
。
さ
ま
ざ

ま
な
特
色
の
あ
る
30
点
の
写
真
が

展
示
さ
れ
、
来
場
者
は
真
剣
な
表

情
で
、
投
票
を
し
て
い
ま
し
た
。

　
投
票
結
果
や
そ
の
他
の
写
真

は
、
上
記
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
イ

ン
ス
タ
グ
ラ
ム
へ
！

　
海
と
夕
日
と
神
楽
の
コ
ラ
ボ

レ
ー
シ
ョ
ン
が
生
み
出
す
「
奇
跡

の
光
景
」
が
楽
し
め
る
、
初
秋
の

恒
例
イ
ベ
ン
ト
「
海
神
楽
」。

　
９
月
15
日
は
悪
天
候
に
よ
り
福

光
海
岸
の
特
設
ス
テ
ー
ジ
の
上
演

は
か
な
わ
ず
、
温
泉
津
ま
ち
づ
く

り
セ
ン
タ
ー
で
の
開
催
と
な
り
ま

し
た
。

　
温
泉
津
舞
子
連
中
に
よ
る
「
八

幡
」、「
鹿
島
」、「
龍
神
」、「
八
岐

大
蛇
」
な
ど
６
演
目
が
上
演
さ

れ
、
県
内
外
か
ら
の
多
く
の
観
客

を
魅
了
し
ま
し
た
。

　
来
場
者
か
ら
は
「
海
で
お
こ
な

う
神
楽
を
、
来
年
こ
そ
は
楽
し
み

た
い
」
と
声
が
あ
り
ま
し
た
。

温
泉
津
舞
子
連
中
に
よ
る
勇
壮
な
舞
い

は
多
く
の
人
を
魅
了
し
ま
し
た

「福光海岸の夕日を見る会」を開催
海岸からの夕日が描く幻想的な風景

迫力満点の華麗な舞いに拍手喝采
海神楽2024　石見神楽温泉津舞子連中

応
募
の
あ
っ
た
福
光
海
岸
の
夕
日
の

写
真
を
見
る
来
場
者

まちの話題を紹介
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11月の子育て応援コーナー ※　予約制です。子育てアプリ「おおだっこ」（母子モ）にてお申し込みください。
ぼ　し　も

問子ども家庭支援課（☎0854‐83‐8152）

13:00～16:15

10:00～11:30
受付９:45～

20日㈬

仁摩保健センター15日㈮

９:00～10:30 大田市役所　４階和室 身体計測、育児相談
栄養相談、授乳相談

対象：生後８か月頃まで
の乳児とその保護者

母子健康手帳・おむつ
バスタオル

母子健康手帳・おむつ
バスタオル

母子健康手帳・おむつ
バスタオル

６日㈬

子ども家庭センター
「おおだっこ」

（大田市役所１階）
身体計測、授乳相談

９:30～10:30
受付９:15～29日㈮ 母子健康手帳・おむつ

バスタオル大田市役所　４階和室 対象：産後２か月以降の
乳幼児とその保護者

種　類 日　時 場　所 内　容 ・ 対　象 お持ちいただくもの

授乳サロン
ごくごく

離乳食教室
（前期）

乳幼児相談

育児教室
[ぴよぴよ]
（子育て期）

こんにちは
保健師です

知っていますか？子どもの権利
～まずはおとなが学ぼう・始めよう～

問子ども家庭支援課（☎0854‐83‐8147）
「子どもの権利条約とは」
　1989年に国連で採択された「子どもの権利条約」は、子どもの基本的人権を国際
的に保障するために定められた条約です。日本は1994年に批准しました。
　18歳未満の児童（子ども）を、権利をもつ主体と位置づけ、おとなと同様にひとり
の人間としての人権を認め、おとなへと成長する過程において、保護や配慮が必要
な子どもならではの権利も定めています。
　子どもの権利を包括的に明示したこの条約は、前文と本文54条からなり、子ども
の生存・発達・保護・参加などに関わる、さまざまな権利を具体的に定めています。
子どもの権利は、義務と引き換えに与えられるものではなく、また何かをしないと
取り上げられるものでもありません。

生命、生存および発達に対する権利
　（命を守られ成長できること）
　すべての子どもの命が守られ、もって生まれた
能力を十分に伸ばして成長できるよう、医療、教
育、生活への支援などを受けることが保障される。

子どもの最善の利益
　（子どもにとって最もよいこと）
　子どもに関することが決められ、おこなわれる
ときは、「その子どもにとって最もよいことは何
であるか」を第一に考える。

子どもの意見の尊重
　（意見を表明し参加できること）
　子どもは自分に関係のある事柄について自由に
意見を表すことができ、おとなはその意見を子ど
もの発達に応じて十分に考慮する。

差別の禁止（差別のないこと）
　すべての子どもは、子ども自身や親の人種や国
籍、性、意見、障がい、経済状況などいかなる理
由でも差別されず、条約の定めるすべての権利が
保障される。

　この４つの原則は日本の「こども基本法」にも取り入れられ、原則の一つである「子どもの声を聴くこと」
が積極的に進められています。
　子どもが意見をもち、それを言えるようになるには、幼少期から、家庭や学校、地域などにおいて、日常的
に「あなたはどう思う？」と聴かれ、その意見が尊重される経験を積み重ねていくことが必要です。
　まずはおとなが子どもの権利について正しく理解し、子どもの話に耳を傾け、思いに寄り添うことから始め
てみませんか？

「子どもの権利条約」４つの原則
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健康ガイド11月 ☆マークの検診では自己負担が軽減
【無料になる人】
　生活保護世帯の世帯員、福祉医療受給者、市民税非課税世帯の世帯員
【半額になる人】
　大田市国民健康保険加入者、島根県後期高齢者医療制度加入者
※　必要な書類や手続きについては、健康増進課までお問い合わせください。

問健康増進課
（☎0854‐83‐8151）

がん検診
市ホームページ

13

そのほかの健（検）診 ※　対象者へ個別に通知しています。通知がない場合はお問い合わせください。
種　類 対象者など

令和７年４月１日時点で40・50・60・70歳の人
◎自己負担金　無料

医療機関
歯周疾患検診
（７月～12月） 市内の歯科医療機関

40歳以上の大田市国民健康保険加入者・島根県後期高齢者医療
制度加入者・生活保護受給者　　　
◎自己負担金　無料

特定健診等健康診査
（６月～12月） 指定医療機関

島根県後期高齢者医療制度加入者のうち、昭和14年４月２日～
昭和24年４月１日生まれの人
◎自己負担金　無料

後期高齢者
歯科口腔健診
（６月～12月）

指定歯科医療機関

がん検診（集団）

14日㈭

14日㈭

13:30～15:00

17:00～18:30

13:30～15:30

17:00～19:00

９:30～11:30

13:30～15:30

17:30～18:30

13:30～15:00

９:00～17:00

大田市民会館

大田市民会館

大田市民会館

大田市役所
健康増進課

日時・場所 対象者など

15日㈮

14日㈭

予約サイト

種　類

☆子宮頸がん
検診

☆大腸がん検診
（容器配布）
個人通知なし

☆乳がん
マンモグラフィ

検診

５日㈫～
　　12日㈫
※土日は除く

20歳以上の女性（事前申込不要）
◎自己負担金
・子宮頚部検査　　　　1,500円
・ＨＰＶ検査（希望者）1,500円
完全予約制
40歳以上の女性（２年に１回）
◎自己負担金　2,000円（２方向撮影）
予約先　健康増進課

40歳以上（事前申込不要）
◎自己負担金　600円
※２日間の便を容器に取る検査です。
※提出方法がポスト投函に変わりまし
た。

※　市役所健康増進課（☎0854‐83‐8151）へ電話、または下記二次元コードから予約してください。
種　類

50歳以上の大田市民
◎自己負担金　　　3,000円
・無料になる人：生活保護世帯の世帯
　員、市民税非課税世帯の世帯員のみ

医療機関 対象者など

胃がん
(胃カメラ)
検診

大田市 ※　市の胃がん検診は２年に１回の受診間
隔のため、令和５年度に胃がん検診（バリ
ウム検査・胃カメラ検査）を受けた人は、
対象外となります。

大田呼吸循環クリニック、合原医院、昭和医院、
石田医院、福田医院、木島医院、郷原医院

予約サイト

※　直接各医療機関へ予約してください。がん検診（個別）
医療機関種　類 対象者など

大田市 20歳以上の女性
◎自己負担金
・子宮頚部検査　　　　1,500円
・ＨＰＶ検査（希望者）1,500円

40歳以上の女性
◎自己負担金　2,000円

☆乳がん
マンモグラフィ

検診

☆子宮頸がん
検診

大田市

出雲市

出雲市

市立病院（医事室☎0854‐84‐7571）
島根県立中央病院ほか７医療機関
（市ホームページでご確認ください）

ひゃくどみクリニック（☎0853‐21‐0130）
ヘルスサイエンスセンター島根（☎0853‐20‐0649）

市立病院（医事室☎0854‐84‐7571）
　　　※　２回の受診が必要です



問石見銀山課（☎0854‐83‐8132）
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台湾と石見銀山　
その２

火 木 金日 月 水 土

③
⑩
⑰
㉔

４

11

18

25

５

12

19

26

②
⑨
⑯
㉓
㉚

１

８

15

22

29

７

14

21

28

６

13

20

27

「ともに生きる　山のツキノワグマ」　
　　　　　　　　　前川　貴行／写真・文　　あかね書房
　　　　　　　　　　　　　　　　　（中央図書館所蔵）

　クマの出没や人間への被害をテレビ
のニュースで見る機会が増えていま
す。写真から厄介者だけではないクマ
の素顔を覗くことができ、著者のツキ
ノワグマに対する愛情も感じられ、

「ともに生きる」ということを考えさ
せられる一冊です。

石見銀山と市内遺産
なるほど分かった　地域の宝

中央図書館　　☎0854-84-9200　平日10:00～19:00　土日10:00～18:00
仁摩図書館　　☎0854-88-4646　10:00～18:00
温泉津図書館　☎0855-65-2177　10:00～12:00、13:00～17:00

おすすめの本

第19回

14

　
明
治
の
初
め
に
藤
田
伝
三
郎
に

よ
り
創
業
さ
れ
た
藤
田
組
（
現
：

Ｄ
Ｏ
Ｗ
Ａ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
株

式
会
社
）
は
、
大
倉
喜
八
郎
に
よ

る
大
倉
組
商
会
（
現
：
大
成
建
設

株
式
会
社
）
と
共
同
で
、
鉄
道
や

橋
梁
な
ど
の
土
木
建
築
工
事
を
お

こ
な
っ
て
い
ま
し
た
。
藤
田
組
は

琵
琶
湖
疎
水
や
佐
世
保
の
軍
港
な

ど
を
手
掛
け
た
も
の
の
、
建
設
業

か
ら
鉱
山
事
業
に
経
営
の
主
力
を

注
ぎ
、
明
治
20
（
１
８
８
７
）
年

に
は
大
森
で
の
稼
業
を
開
始
。
明

治
30
（
１
８
９
７
）
年
か
ら
台
湾

瑞
芳
鉱
山
の
開
発
を
進
め
ま
し

た
。
瑞
芳
の
事
務
所
長
は
大
森
の

所
長
が
兼
務
し
、
大
森
出
身
者
も

瑞
芳
の
開
発
に
関
わ
り
ま
し
た
。

　
先
月
の
連
載
で
紹
介
し
た
金
瓜

石
鉱
山
と
瑞
芳
鉱
山
。
こ
の
二
つ

の
鉱
山
は
明
暗
を
分
け
ま
す
。
台

湾
総
督
府
の
調
査
報
告
に
「
官
民

幾
多
の
専
門
家
が
何
れ
も
金
瓜
石

の
接
触
鉱
脈
よ
り
は
、
瑞
芳
鉱
山

に
お
け
る
鉱
脈
の
ほ
う
を
よ
ほ
ど

有
望
視
し
て
居
た
と
い
う
こ
と
で

あ
っ
た
が
、
と
こ
ろ
が
実
際
稼
業

し
て
み
る
と
結
果
は
反
対
で
あ
っ

た
」（『
臺
灣
鉱
業
会
報
』
１
９
２

５
年
））と
あ
り
、瑞
芳
は
ふ
る
わ

ず
、
金
瓜
石
は
東
ア
ジ
ア
最
大
の

金
山
と
し
て
栄
え
ま
し
た
。
藤
田

組
は
地
元
の
顔
雲
年
氏
と
の
共
同

経
営
を
進
め
、
大
正
７
（
１
９
１

８
）
年
に
は
株
式
を
完
全
に
売
却

し
瑞
芳
鉱
山
か
ら
撤
退
。
そ
の

後
、
顔
氏
に
よ
る
経
営
は
継
続
し

た
も
の
の
第
二
次
世
界
大
戦
を
経

て
１
９
７
１
年
、
瑞
芳
鉱
山
の
鉱

業
活
動
は
停
止
に
至
り
ま
し
た
。

　
今
、
瑞
芳
鉱
山
の
鉱
山
町
の
九

份
は
、
台
湾
の
一
大
観
光
地
と
し

て
賑
わ
い
、
金
瓜
石
と
と
も
に
、

全
部
で
18
件
あ
る
台
湾
に
お
け
る

世
界
遺
産
登
候
補
地
の
一
つ
と

な
っ
て
い
ま
す
。
台
湾
は
ユ
ネ
ス

コ
に
加
盟
し
て
い
な
い
た
め
、
世

界
遺
産
へ
の
登
録
は
原
則
的
に
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
行
政
府
の
文
化

部
文
化
資
産
局
（
日
本
の
文
化
庁

に
当
た
る
組
織
）
が
そ
の
保
護
と

活
用
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
エ
ッ
セ
イ
ス
ト
で
歯
科

医
の
一
青
妙
さ
ん
と
、
歌
手
の
一

青
窈
さ
ん
の
姉
妹
は
顔
雲
年
氏
の

子
孫
に
あ
た
り
ま
す
。

■：３館共通　○：温泉津のみ休館

11月の図書館お休みの日

市ホームページ

◇展示テーマ
「そらをみあげて」
　いつもより少し遠くの景色に目線を向け
て。静かさや色のコントラストを感じる本を
展示します。

中
　央

仁
　摩

「アートのある暮らし」
　秋は気持ちにゆとりをもって芸術鑑賞して
みてはいかがでしょう。世界中で愛されてい
る、有名な作品から近くの美術館に所蔵のあ
るものなど、私たちの心を解放し、癒しを与
えてくれるアートの世界を紹介します。

ふ
じ 

た  

で
ん
さ
ぶ
ろ
う

お
お
く
ら 

き 

は
ち
ろ
う

ず
い 

ほ
う 

こ
う 

ざ
ん

き
ん 

か

せ
き
こ
う
ざ
ん

と 

よ
う

ひ
と

ひ
と  

と  

た
え

き
ゅ
う

ふ
ん

が
ん
う
ん
ね
ん

た
い
わ
ん
こ
う
ぎ
ょ
う
か
い
ほ
う

◇11月の行事と企画展

図書館フェア

上映会

10月27日㈰～11月28日㈭

２日㈯、16日㈯、30日㈯ 
各日①10:30～、②14:00～

図書館まつり
おはなし会

おはなし会
山岳写真展

図書館 行　　事 日　　時

仁 摩

中 央
14:00～14:20

10:15～10:45

１日㈮～30日㈯

10日㈰
９日㈯・23日㈯

16日㈯
11日20日㈬～12月９日㈪

読書週間企画
『この一行に逢いにきた』
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幼
少
期

　
僕
の
「
性
」
へ
の
違
和
感
は
幼

稚
園
の
頃
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

小
学
校
で
一
番
辛
か
っ
た
の
は
、

胸
が
膨
ら
み
、
生
理
が
始
ま
り
、

身
体
の
変
化
に
自
分
の
心
が
つ
い

て
い
か
な
か
っ
た
こ
と
で
す
。
中

学
校
で
は
、
着
た
い
制
服
も
着
れ

な
い
。
や
り
た
い
部
活
も
で
き
な

い
。「
男
に
生
ま
れ
て
い
た
ら
」

と
思
う
こ
と
が
増
え
、
さ
ら
に
自

分
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
で
き
な
く

な
っ
て
い
ま
し
た
。

女
子
高
生
に
な
っ
た

　
高
校
時
代
は
「
死
」
を
考
え
る

く
ら
い
辛
く
、苦
し
い
日
々
を
送
っ

て
い
ま
し
た
。先
輩
後
輩
の
関
係
、

寮
生
活
、
そ
し
て
自
分
の
思
い
を

誰
に
も
言
え
な
い
こ
と
。
嘘
を
つ

き
偽
り
の
自
分
で
い
る
辛
さ
。
そ

れ
が
積
も
り
積
も
っ
て
「
死
ん
だ

方
が
楽
」
だ
と
思
う
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

　
そ
ん
な
中
、
僕
は
少
し
勇
気
を

出
し
て
「
ス
カ
ー
ト
、
は
き
た
く

な
い
」
と
先
生
に
打
ち
明
け
ま
し

た
。
す
る
と
先
生
は
一
言
「
我
慢

し
ろ
」と
。僕
は
も
う
、何
も
言
え

な
く
な
り
「
死
」
と
い
う
考
え
が
、

ま
す
ま
す
身
近
に
な
り
ま
し
た
。

　
悩
ん
で
悩
ん
で
、そ
ん
な
時「
僕

は
ま
だ
男
と
し
て
生
き
て
い
な

い
。
今
死
ん
だ
ら
女
性
と
し
て
葬

ら
れ
、
こ
の
世
を
去
る
の
が
イ
ヤ

だ
」
と
思
い
ま
し
た
。
だ
か
ら
、

少
し
だ
け
生
き
て
み
よ
う
。
と
考

え
直
す
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
僕
に
と
っ
て
、
高
校
生
活
は
自

分
と
向
き
合
い
一
歩
踏
み
出
せ
た

と
き
で
も
あ
り
ま
し
た
。

変
わ
っ
て
い
く
自
分

　
男
性
ホ
ル
モ
ン
を
投
与
し
始
め
、

生
理
が
止
ま
り
、
声
、
身
体
つ
き

も
変
わ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
胸
を

手
術
し
、生
活
は
一
変
し
ま
し
た
。

気
持
ち
の
面
で
も
す
ご
く
楽
に
な

り
、
猫
背
に
な
り
胸
を
隠
す
た
め

に
大
き
な
服
を
着
て
い
た
頃
と
は

違
い
、
背
筋
を
正
し
、
堂
々
と
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

結
婚

　「
こ
の
人
だ
！
」
と
い
う
人
に

出
会
い
、「
一
緒
に
い
た
い
。こ
の

人
と
だ
と
素
の
自
分
で
い
ら
れ

る
。
支
え
合
い
な
が
ら
生
き
て
い

き
た
い
」
と
思
い
ま
し
た
。

　
性
別
適
合
手
術
を
す
る
こ
と
を

決
め
、
タ
イ
へ
行
き
、
子
宮
卵
巣

を
全
摘
し
日
本
に
戻
り
、
戸
籍
変

更
の
手
続
き
を
行
い
ま
し
た
。

　
国
は
、
僕
を
「
男
」
と
し
て
生

き
て
い
い
と
認
め
ま
し
た
。
そ
し

て
、
夫
婦
に
な
り
ま
し
た
。

　
僕
た
ち
は
、
子
ど
も
に
つ
い
て

話
し
合
い
、
人
工
授
精
を
す
る
こ

と
に
決
め
ま
し
た
。
一
人
目
の
妊

娠
が
分
か
り
、
妻
の
お
腹
で
生
き

て
い
る
ん
だ
と
思
っ
た
時
、「
生

き
て
い
て
よ
か
っ
た
」
と
感
じ
た

瞬
間
で
し
た
。

ど
ん
底

　
幸
せ
も
束
の
間
、
子
ど
も
が
生

ま
れ
次
の
日
に
人
生
最
大
の
困
難

が
待
ち
受
け
て
い
ま
し
た
。
出
生

届
を
市
役
所
へ
提
出
す
る
と
、
父

親
と
し
て
認
め
て
も
ら
え
ず
、
受

理
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
事
例
が

な
い
。
血
の
つ
な
が
り
が
な
い
。

と
い
う
こ
と
で
し
た
。

　
そ
し
て
、
こ
こ
か
ら
僕
た
ち
の

闘
い
が
始
ま
り
ま
し
た
。上
の
子
は

生
ま
れ
て
２
年
間
無
戸
籍
で
し
た
。

裁
判
〜
大
逆
転
勝
訴

　
子
ど
も
が
生
ま
れ
２
年
た
っ
た

時
、
裁
判
を
起
こ
し
ま
し
た
。
と

こ
ろ
が
、
一
審
、
二
審
は
僕
た
ち

の
訴
え
を
退
け
ま
し
た
。
で
も
僕

は
あ
き
ら
め
ず
、
最
高
裁
へ
抗
告

し
ま
し
た
。
２
０
１
３
年
12
月
10

日
、
上
の
子
の
戸
籍
訂
正
許
可
審

判
に
つ
い
て
、
最
高
裁
第
三
小
法

廷
が
僕
を
父
親
と
認
め
る
逆
転
勝

訴
決
定
を
出
し
ま
し
た
。

　
嬉
し
く
て
、ホ
ッ
と
し
ま
し
た
。

周
囲
か
ら
の
冷
た
い
言
葉
や
先
の

見
え
な
い
不
安
。
そ
ん
な
暗
闇
か

ら
抜
け
出
せ
た
瞬
間
で
し
た
。

「
あ
り
の
ま
ま
」
で

　
妻
と
出
会
っ
て
か
ら
は
過
去
の

こ
と
を
受
け
入
れ
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
、
子
ど
も
が
生
ま

れ
、「
自
分
ら
し
く
生
き
る
こ
と
」

を
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　「
自
分
ら
し
く
生
き
る
こ
と
」っ

て
「
あ
り
の
ま
ま
、
今
の
ま
ん
ま

生
き
る
こ
と
だ
な
」
っ
て
思
え
た

と
き
、す
ご
く
楽
に
な
り
ま
し
た
。

　
カ
ミ
ン
グ
ア
ウ
ト
す
る
こ
と
が

す
べ
て
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
自
分

を
さ
ら
け
出
さ
ず
に
生
き
る
選
択

を
す
る
人
だ
っ
て
い
ま
す
。で
も
、

世
の
中
に
は
生
き
づ
ら
さ
を
感

じ
、
相
談
し
た
く
て
も
で
き
な
い

人
が
い
ま
す
。
相
談
し
や
す
い
環

境
に
し
て
い
く
こ
と
も
大
切
だ
と

思
い
ま
す
。

　
性
別
な
ど
で
判
断
し
た
り
す
る

の
で
は
な
く
、
一
人
ひ
と
り
の
個

性
を
大
切
に
し
な
い
と
い
け
な
い

と
思
い
ま
す
。

　
僕
は
今
、家
族
４
人
で
生
き
て
い

る
こ
と
が
楽
し
く
、毎
日
幸
せ
で
す
。

き
ず
な
へ
の
ご
意
見
は
…

問
人
権
推
進
課

（
☎
０
８
５
４
‐
83
‐
８
０
３
８
）

講
師
の
前
田
良
さ
ん

ま
え 

だ 

り
ょ
う

石
見
銀
山
遺
跡
は
、
人
類
の
平
和
と
人
権
の
尊
重
を
め
ざ
す
Ｕ
Ｎ
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
の
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
て
い
ま
す

15

きずな

性
の
多
様
性
に

　
　
　
　関
す
る
講
演
会

　
８
月
19
日
、
第
三
回
人
権
を
考
え
る
市
民
の
つ
ど
い
兼
お
お
だ
ふ
れ
あ

い
会
館
第
三
回
人
権
・
同
和
問
題
研
修
会
を
大
田
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル
で

開
催
し
、
２
５
５
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
講
師
と
し
て
一
般
社
団
法
人
Ｓ
Ｏ
Ｇ
Ｉ  Japan

代
表
理
事
の
前
田
良

さ
ん
を
お
招
き
し
「
パ
パ
は
女
子
高
生
だ
っ
た
〜
自
分
ら
し
く
生
き
る
こ

と
〜
」
と
題
し
て
講
演
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
回
は
、
前
田
さ
ん

の
寄
稿
を
抜
粋
し
て
紹
介
し
ま
す
。（
全
文
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）



②
測
量
等
（
測
量
・
建
設
コ
ン
サ

　
ル
タ
ン
ト
な
ど
）

▽
申
請
受
付
期
間

　
令
和
６
年
11
月
１
日
㈮
〜
令
和

　
７
年
１
月
16
日
㈭
（
当
日
消
印

　
有
効
、
土
、
日
、
祝
日
お
よ
び

　
12
月
28
日
〜
１
月
３
日
は
除

　
く
）

※
　
申
請
書
持
参
の
場
合
、
受
付

時
間
は
８
時
30
分
〜
17
時
ま
で

▽
資
格
有
効
期
間

　
令
和
７
年
４
月
１
日
〜
令
和
９

　
年
３
月
31
日

問
総
務
課
入
札
係

（
☎
０
８
５
４
‐
83
‐
８
０
２
０
）

　
大
田
市
駅
の
す
ぐ
横
に
あ
る

「
あ
す
て
ら
す
」
の
１
階
に
は
、

・
あ
す
て
ら
す
情
報
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

・
長
イ
ス
や
テ
ー
ブ
ル

・
フ
リ
ー
　
　
　
・
自
動
販
売
機

・
コ
イ
ン
リ
タ
ー
ン
式
の
ロ
ッ
カ
ー

・
親
子
で
入
れ
る
個
室
ト
イ
レ

・
更
衣
室
、
お
む
つ
替
え
ス
ペ
ー

山
村
留
学
事
業
に
お
け
る

　
　
　
保
険
料
に
つ
い
て
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①おおだ子ども食堂
　　おおだふれあい会館

子ども食堂 11月の予定 子ども  無料
大人  ①③300円②100円④200円

③多世代交流食堂みーる堂
　　ゆきみーる（若者も無料）
④こねくと食堂（要予約）
　　大田市民センター４階

②みんなの食堂
　　祖式ジム

23日㈯17:00～19:00
☎090‐4897‐4308

16日㈯17:00～19:00
☎0854‐83‐7373
22日㈮17:00～20:00
☎0854‐82‐0091

16日㈯11:00～13:30
☎090‐1188‐9088

12
月
２
日
か
ら
現
行
の
保
険
証

が
発
行
さ
れ
な
く
な
り
ま
す

令
和
７
・
８
年
度

入
札
参
加
資
格
審
査
申
請

　
　
　
　
　 

（
指
名
願
）

市ホームページW
i-Fi

あ
す
て
ら
す
に

　
寄
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

　
現
在
お
手
元
に
あ
る
国
民
健
康

保
険
や
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の

保
険
証
な
ど
は
、
記
載
し
て
あ
る

有
効
期
限
ま
で
使
う
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　
な
お
、
12
月
２
日
以
降
、
新
た

に
国
民
健
康
保
険
や
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
に
加
入
す
る
場
合
、
保

険
証
を
紛
失
し
た
場
合
、
保
険
証

の
記
載
事
項
が
変
更
と
な
る
場
合

な
ど
は
、「
資
格
確
認
書
」
ま
た

は
「
資
格
情
報
の
お
知
ら
せ
」
を

交
付
し
ま
す
。

◇
資
格
確
認
書

　
保
険
証
と
同
様
に
、
医
療
機
関

な
ど
の
窓
口
で
使
用
す
る
こ
と
が

で
き
る
書
類
で
す
。
保
険
証
利
用

登
録
済
み
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
（
マ
イ
ナ
保
険
証
）
を
お
持
ち

で
な
い
人
に
交
付
し
ま
す
。

◇
資
格
情
報
の
お
知
ら
せ

　
マ
イ
ナ
保
険
証
を
お
持
ち
の
人

に
、自
分
の
資
格
情
報
を
確
認
い
た

だ
く
た
め
に
交
付
す
る
書
類
で
す
。

※
　
た
だ
し
、
後
期
高
齢
者
医
療

制
度
で
は
、
令
和
７
年
７
月
ま
で

は
、
マ
イ
ナ
保
険
証
を
お
持
ち
で

あ
る
か
に
か
か
わ
ら
ず
資
格
確
認

書
を
交
付
し
ま
す
。

問
市
民
課
保
険
年
金
係

（
☎
０
８
５
４
‐
83
‐
８
１
５
４
）

　
市
で
は
、
令
和
７
・
８
年
度
入

札
参
加
資
格
審
査
申
請
の
受
付
を

開
始
し
ま
す
。
こ
の
審
査
に
申
請

し
、
認
定
さ
れ
て
い
な
い
と
、
市

が
お
こ
な
う
入
札
に
参
加
で
き
ま

せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
申
請
の
受
付
は
、
島
根
県
電
子

調
達
シ
ス
テ
ム
に
よ
り
、
島
根
県

と
県
内
シ
ス
テ
ム
参
加
市
町
（
計

16
市
町
）
が
共
同
で
受
け
付
け
ま

す
。

※
申
請
方
法
・
提
出
書
類
な
ど
詳

細
に
つ
い
て
は
、
大
田
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
て
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

▽
資
格
審
査
の
種
類

①
建
設
工
事
　

　
ス
（
女
性
用
ト
イ
レ
内
）

な
ど
、
み
ん
な
に
優
し
い
設
備
を

備
え
て
い
ま
す
。

　
エ
ア
コ
ン
の
効
い
た
快
適
な
空

間
で
、
Ｊ
Ｒ
や
バ
ス
の
待
ち
時
間

を
過
ご
し
た
り
、
学
生
の
皆
さ
ん

は
勉
強
に
も
集
中
で
き
ま
す
。

　
あ
す
て
ら
す
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
ス
ペ
ー
ス
は
、
県
民
の
み
な
さ

ん
が
発
表
の
場
と
し
て
使
え
る
ス

ペ
ー
ス
で
す
。
お
気
軽
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
し
ま
ね
女
性
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
８
５
４
‐
84
‐
５
５
０
０
）

　
本
市
で
実
施
し
て
い
る
山
村
留

学
事
業
に
お
い
て
、
市
が
負
担
す

べ
き
賠
償
責
任
保
険
料
を
誤
っ
て

参
加
者
か
ら
徴
収
し
て
い
ま
し

た
。
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
誠
に
申

し
訳
あ
り
ま
せ
ん
。

　
対
象
と
な
る
皆
さ
ん
に
は
、
お

詫
び
の
文
書
を
送
付
さ
せ
て
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
が
、
文
書
が
届

い
て
な
く
て
、
ご
自
身
も
対
象
と

思
わ
れ
る
か
た
は
学
校
教
育
課
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
学
校
教
育
課

（
☎
０
８
５
４
‐
83
‐
８
１
６
０
）

お
知
ら
せ …申し込み先

問…問い合わせ先

市　勢
（令和６年10月１日現在）

（　　）内は前月比

申

16

○人　口　31,607人　（△  59）
　・男　　15,226人　（△  29）
　・女　　16,381人　（△  30）
○世帯数　15,327世帯（△  14）
○出生数　　　 9人
○死亡数　　　37人
○面　積　435.34㎢



は
領
内
の
地
質
の
魅
力
を
、
火

山
学
者
の
ア
ン
ド
レ
ア
ス
・
ア
ウ

ア
ー
氏
に
伺
い
ま
す
。

◇
講
演
会

▽
日
時
　
11
月
９
日
㈯

　
　
　
　
13
時
〜
16
時

▽
会
場
　
石
見
銀
山
世
界
遺
産
セ

　
　
　
　
ン
タ
ー

▽
内
容

①「
大
地
の
歴
史
を
め
ぐ
る
旅
in

　
石
見
」

　
　
講
師
　
ア
ン
ド
レ
ア
ス
・
ア

　
　
ウ
ア
ー
氏
（
島
根
大
学
総
合

　
　
理
工
学
部
教
授
）

②「
大
田
の
石
膏
鉱
山
に
光
を
！

　
　
講
師
　
安
藤
彰
浩
氏

　 

（
松
代
・
鬼
村
鉱
山
等
調
査

　
　
研
究
協
議
会
代
表
）

▽
定
員
　
50
人

▽
参
加
費
　
５
０
０
円

◇
エ
ク
ス
カ
ー
シ
ョ
ン

▽
日
時
　
11
月
10
日
㈰

　
　
　
　
９
時
〜
16
時

▽
集
合
場
所
　
石
見
銀
山
世
界
遺

　
産
セ
ン
タ
ー

▽
講
師
　
ア
ン
ド
レ
ア
ス
・
ア
ウ

　
ア
ー
氏
ほ
か
２
人

▽
行
先

　
浅
利
海
水
浴
場
（
数
億
年
前
の

　
緑
色
片
岩
）、吉
永
神
社（
三
瓶

　
大
田
軽
石
流
堆
積
物
の
泥
岩

　
脈
）
な
ど
５
か
所
を
バ
ス
で
訪

　
問
予
定
。

　
昼
食
（
手
打
ち
そ
ば
）
あ
り
。

▽
定
員
　
40
人

▽
参
加
費
　
４
０
０
０
円（
昼
食
、

　
お
や
つ
代
、
保
険
料
込
み
）

※
　
事
前
申
込
が
必
要
で
す
。

締
め
切
り
11
月
６
日
㈬

　
・
問
石
見
銀
山
資
料
館

（
☎
０
８
５
４
‐
89
‐
０
８
４
６
）

　
令
和
６
年
４
月
１
日
か
ら
相
続

登
記
の
申
請
が
義
務
化
さ
れ
ま
し

た
。不
動
産（
土
地
・
建
物
）の
相

続
登
記
で
お
悩
み
の
人
は
、
こ
の

機
会
に
ぜ
ひ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▽
日
時
　
11
月
24
日
㈰

　
　
　
　
13
時
〜
16
時
30
分

▽
会
場
　
大
田
市
民
会
館
２
階

▽
相
談
料
　
無
料

※
　
事
前
申
込
が
必
要
で
す
。

　
・
問
島
根
県
司
法
書
士
会
大
田

支
部（
稗
田
司
法
書
士
事
務
所
内
）

（
☎
０
８
５
４
‐
82
‐
０
７
３
９
）

　
相
続
の
こ
と
、
遺
言
の
こ
と
、

高
齢
者
の
財
産
管
理
（
成
年
後

見
）、ご
近
所
ト
ラ
ブ
ル
、空
き
家

の
こ
と
、
悪
質
な
訪
問
販
売
・
買

取
（
悪
質
商
法
被
害
）、
夫
婦
、

親
子
関
係
、交
通
事
故
、不
動
産
・

会
社
の
登
記
、
借
金
の
お
悩
み
、

そ
の
他
、
司
法
書
士
が
相
談
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
る
法
律
問
題
全

般
に
つ
い
て
相
談
く
だ
さ
い
。

▽
日
時
　
11
月
24
日
㈰

　
　
　
　
10
時
〜
16
時

▽
会
場
　
温
泉
津
ま
ち
づ
く
り
セ

　
　
　
　
ン
タ
ー

▽
相
談
料
　
無
料

※
　
予
約
優
先
で
す
。

　
・
問
日
本
司
法
書
士
会
連
合
会

中
国
ブ
ロ
ッ
ク
会
　
事
務
局

（
☎
０
８
２
‐
２
２
１
‐
５
３
４
５
）

▽
日
時
　
11
月
９
日
㈯
14
時
〜

▽
会
場
　
あ
す
て
ら
す
ホ
ー
ル

▽
作
品
　「
釜
石
ラ
ー
メ
ン
物
語
」

　（
２
０
２
２
年
／
85
分
）

▽
内
容
　
麺
は
細
い
が
絆
は
太
い
、

　
湯
気
の
向
こ
う
に
笑
顔
咲
く
。

　
東
日
本
大
震
災
で
行
方
不
明
に

　
な
っ
た
母
の
ラ
ー
メ
ン
屋
を
守

　
ろ
う
と
、
父
と
娘
た
ち
が
最
高

　
の
一
杯
を
目
指
す
。笑
い
あ
り
、

　
涙
あ
り
の
人
情
物
語
。

▽
入
場
料
　
無
料

問
県
立
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

あ
す
て
ら
す

（
☎
０
８
５
４
‐
84
‐
５
５
５
７
）

▽
日
時
　
12
月
８
日
㈰

　
　
　
　
13
時
15
分
〜
16
時
35
分

▽
場
所
　
い
わ
み
ー
る
（
浜
田
）

▽
対
象
　
発
達
障
が
い
支
援
に
関

　
わ
る
人
、
関
心
の
あ
る
人
な
ど

▽
内
容
　

①
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
公
演
（
ペ
ア
レ

　
ン
ト
メ
ン
タ
ー
島
根
の
皆
さ
ん
）

②
講
演
　
加
藤
永
歳
氏
（
東
京
都

　
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会
事
務
局
次

　
長
・
前
厚
生
労
働
省
発
達
障
害

　
対
策
専
門
官
）

▽
定
員
　
80
人
程
度

▽
参
加
費
　
無
料

▽
申
込
方
法
　
セ
ミ
ナ
ー
申
込

　
フ
ォ
ー
ム
ま
た
は
、
島
根
県
西

　
部
発
達
障
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー

　
ウ
ィ
ン
ド
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

　
ら
申
し
込
み
で
き
ま
す
。

▽
締
切
　
11
月
30
日
㈯

　
・
問
島
根
県
西
部
発
達
障
害
者

支
援
セ
ン
タ
ー
ウ
ィ
ン
ド

（
☎
０
８
５
５
‐
28
‐
０
２
０
８
）

　
生
涯
を
通
じ
た
健
康
増
進
と
ス

ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活

動
の
普
及
・
振
興
を
目
的
に
県
内

各
地
で
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
島
根

県
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
祭
の
一
環
で
あ
る
「
ス
ポ
レ
ク

広
場（
大
田
会
場
）」を
開
催
し
ま

す
。

　
ど
な
た
で
も
気
軽
に
盛
り
上
が

れ
る
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
・
ス

ポ
ー
ツ
を
多
数
ご
用
意
し
て
い
ま

す
。
ご
家
族
や
お
知
り
合
い
の
人

を
お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
、
ぜ
ひ

ご
来
場
く
だ
さ
い
。

▽
日
時
　
11
月
23
日
㈯

　
　
　
　
10
時
〜
12
時

▽
会
場
　
大
田
総
合
体
育
館

▽
対
象
　
ど
な
た
で
も
参
加
可
能

▽
料
金
　
無
料

問
社
会
教
育
課

（
☎
０
８
５
４
‐
83
‐
８
１
２
５
）

　
石
見
銀
山
領
巡
礼
33
か
寺
の
巡

礼
道
中
の
魅
力
を
探
る
旅
。
今
回

セミナー
申込みフォーム

発
達
障
が
い
地
域

啓
発
セ
ミ
ナ
ー
２
０
２
４

申

申

か 

と
う
ひ
さ
と
し
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相
続
登
記
無
料
相
談
会

中
国
５
県
縦
断
法
律
相
談
会

あ
す
て
ら
す
映
画
上
映
会

申

ス
ポ
レ
ク
広
場（
大
田
会
場
）

催
　
　
し

石
見
銀
山
領
33
か
所
巡
り

地
質
講
演
会
＆
エ
ク
ス

カ
ー
シ
ョ
ン

申
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募
　
　集

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

会
員
募
集
説
明
会

介護保険料の還付金詐欺に注意！
　介護保険課の職員が、ＡＴＭへ行くよう案内
することはありません。不審な場合は、介護保
険課へお問い合わせください。

つながらない場合　☎03‐3478‐1060

＃８０００
【受付時間】平日／19：00～翌朝９：00
　　　　　  土日・祝日／９：00～翌朝９：00
※　東京都内までの通話料が必要です。

子ども医療電話相談

消費者ホットライン１８８

農業者の皆さんへ
法改正により、農地の貸借は令和７年４月から、原則として農地バンク経由になります

市町村計画による相対の農地貸借

現　行

い や や

　「突然やってきた業者と契約したが、キャンセルしたい」「お試
しのはずが、定期購入契約になっていた」などの消費者トラブル
で困っていませんか？そんなときは一人で悩まずに、３桁の電話
番号でつながる消費者ホットライン「１８８」にご相談ください。
お近くの消費生活センターにつながります。

※１　目標地図：市町村の作成する地域計画の中で、農地一筆ごとに、誰が耕作するのかを示した地図。
　　　随時更新が可能。
※２　農地法に基づいて、農業委員会の許可を受けて権利設定をおこなうことは可能です。

▽
会
場
　
島
根
中
央
地
域
職
業
訓

　
　
　
　
練
セ
ン
タ
ー

▽
受
講
料
　
１
万
２
０
０
０
円

▽
対
象
　
キ
ー
ボ
ー
ド
と
マ
ウ
ス

　
操
作
が
で
き
る
人

▽
定
員
　
15
人

▽
申
込
期
限
　
11
月
５
日
㈫

　
・
問
島
根
中
央
地
域
職
業
訓
練

セ
ン
タ
ー

（
☎
０
８
５
４
‐
82
‐
９
６
６
６
）

　　「
シ
ル
バ
ー
派
遣
っ
て
な
に
？
」

「
ど
ん
な
仕
事
が
あ
る
の
？
」
な

ど
、
皆
さ
ん
の
疑
問
に
お
答
え
し

ま
す
。

▽
日
時
　
11
月
15
日
㈮

　
　
　
　
14
時
〜
15
時
30
分

▽
会
場
　
大
田
商
工
会
議
所

▽
参
加
費
　
無
料

▽
対
象
　
60
歳
以
上

▽
定
員
　
先
着
15
人

▽
申
込
期
限
　
11
月
14
日
㈭

※
　
事
前
申
込
が
必
要
で
す
。

　
・
問
島
根
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
連
合
会
　
邑
智
分
室
大
田

連
絡
所

（
☎
０
８
５
４
‐
86
‐
８
６
２
０
）

夜
の
パ
ソ
コ
ン
講
習

（
エ
ク
セ
ル
基
礎
）

　
エ
ク
セ
ル
の
機
能
と
操
作
方

法
、
表
の
作
成
や
関
数
活
用
、
グ

ラ
フ
作
成
な
ど
の
講
習
で
す
。

▽
日
時
　
11
月
11
日
〜
29
日
の
間

　
　
　
　
の
㈪
・
㈬
・
㈮

　
　
　
　
19
時
〜
21
時

職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー

申

申

問大田市消費生活センター（☎0854‐83‐8039）

問農林水産課（☎0854‐83‐8171）

問介護保険課（☎0854‐83‐8063)

目標地図※１の実現に向けた
農地バンクによる農地の貸借※２

令和７年４月以降または
地域計画が作成された地域
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大田市都市計画審議会の委員を募集

◇募集人員　　若干名
◇応募資格　　次の①～④のいずれにも該当する人
　　　　　　　①本市内に居住されており、令和６年４月１日現在で、満18歳以上の人
　　　　　　　②国もしくは地方公共団体の議員または常勤の国家公務員もしくは地方公務員でない人
　　　　　　　③現在、本市の他の審議会（法律および本市の条例に規定された審議会）の委員に就任
　　　　　　　　されていない人
　　　　　　　④本市の都市の将来のすがたに関心をお持ちで、審議会（平日開催、年１～３回程度、
　　　　　　　　１回につき１～２時間程度）に出席できる人  
◇委員の仕事　大田市都市計画審議会に出席し、さまざまな観点からご意見・ご指摘・ご提言などを
　　　　　　　いただきます。
◇委員の任期　委嘱の日から２年間
◇応募方法　　市のホームページにある応募用紙に必要事項ならびに動機を記載のうえ、ご応募ください。
　　　　　　　（郵送・電子メール可）
◇応募締切日　11月29日㈮まで
※　詳しくは、市ホームページをご確認いただくか、都市計画課までお問い合わせください。

申・問都市計画課（☎0854‐83‐8108）

問松江地方法務局人権擁護課
       (☎0852‐32‐4260)

マイナンバーカード
休日・夜間窓口を開設
　マイナンバーカードの申請・交付・更新につい
て、次のとおり、休日窓口の開設と平日の窓口延長
をおこないます。
　市役所の開庁時間内にマイナンバーカードの受け
取り、申請、更新が難しい人は、ぜひ、ご利用くだ
さい。なお、予約制とします。
▽開設日時
　休日窓口（日曜日）８：30～12：00
　　・11月10日　・12月８日
　平日窓口延長  17：15～19：30
　　・11月18日　・12月16日
▽申請・交付場所　　市役所本庁 市民課
※　支所ではおこないません。
※　現住所が温泉津町と仁摩町の人は、各支所で
カードを保管していますので、５日前までにご連
絡ください。
▽取扱事務
　マイナンバーカードの申請・交付事務のみ
※　住民票など各種証明書の交付事務はおこない
ません。
▽申し込み　予約制
※　市民課へ事前に予約をしてください。予約状
況などによっては、希望の日時に受け取りができ
ない場合があります。
　　　　　　　　　・問市民課（☎0854‐83‐8067）

全国一斉
「女性の人権ホットライン」強化週間
　松江地方法務局と島根県人権擁護委員連合会で
は、女性をめぐるさまざまな人権問題の解決を図る
ための取り組みの一つとして、11月13日から19日ま
での１週間を、全国一斉「女性の人権ホットライ
ン」強化週間と定め、相談受付時間を通常より延長
して電話相談をお受けします。
　夫やパートナーからの暴力、職場におけるセクシュ
アル・ハラスメントやストーカー行為などでお困り
の人、周りでそういったことを見聞きしたという人
は、１人で悩まずに「女性の人権ホットライン」に
お電話ください。
　相談は無料で、相談内容の秘密は守りますので安
心して相談してください。

◇期　間　11月13日㈬から19日㈫まで
◇時　間　８時30分から19時まで
　　　　　（ただし、土曜日・日曜日は10時から17時
　　　　　　まで）

◇電　話　０５７０－０７０－８１０

◇相談員　法務局職員または人権擁護委員

申

市ホームページ

　大田市都市計画審議会は、本市の都市計画について調査・審議する機関であり、その構成員
は、学識経験者、市議会議員、関係行政機関の職員および市民のかたからなっています。
　今年度本市では、「都市計画道路」、「都市計画下水道事業」などの都市計画を定める必要が
あることから、審議会でご審議いただく市民のかたを公募します。
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児童手当の手続き受付中!
～まだ手続きがお済みでない人は、早めにお手続きください～

〇手続きが不要な人

改正のポイント

令和６年10月分（12月支給分）から児童手当制度が変わりました

①受給資格者の所得制限がなくなります。
　・所得上限限度額以上の所得の人で、現在児童手当を受給されていない人や、特例給付の受給者も
　　児童手当の受給が可能になります。
②受給対象児童の年齢が０歳～18歳（高校生年代）になります。
③第３子以降の手当月額が３０，０００円になります。
④「第３子以降」のカウント方法が変わります。
　・０歳～22歳になる年度末までの子の人数をカウントし、３人目以降で０歳～18歳になる年度末ま
　　でのお子さんの手当月額は３０，０００円になります。
⑤手当の支給時期が年６回になります。
　・令和６年12月以降は、偶数月にその月の前２か月分の手当を支給します。
　　　（例）10・11月分 → 12月に支給

　大田市から児童手当・特例給付を受給している人で、以下の①～③のいずれかに該当する場
合は、この改正に伴う手続きは不要です。

〇大田市から児童手当・特例給付を受給していない人
　所得上限限度額以上の所得があるため、支給対象外だった人、高校生年代以上の子のみを養
育している人は、「児童手当の認定請求」が必要です。

〇大田市から児童手当・特例給付を受給している人
　お子さんの人数・年代、受給者との同居・別居の状況により手続きが異なります。

養育している子が
　①15歳（中学生年代）以下のみ
　②受給者と住民票上同一の15歳年度末経過後～18歳になる年度末まで（高校生年代）　　
　　と中学生年代以下
　③中学生年代以下の子１人と18歳年度末経過後～22歳になる年度末まで（大学生年代）　
　　の子１人（計２人）の場合

児童手当の制度改正に伴う手続き
　令和６年10月分（12月支給分）からの児童手当を受給する（または増額する）にあたり、
手続きが必要な場合と不要な場合があります。
　※　公務員の人は、必要な手続きについて職場でご確認ください。
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以下のフロー図で、児童手当の手続きの要・不要や必要な手続きの種類をご確認ください
（※　大田市から児童手当・特例給付を受給している人）

【手続きの要・不要について（フローチャート）】

申請方法
〇窓口での申請
　大田市役所子ども保育課に各種申請書類を設置しています。
※　仁摩支所、温泉津支所では手続きできませんので、窓口での手続きの場合は、必ず本庁にお越しください。

〇郵送での申請
　提出書類の様式を大田市のホームページよりダウンロードし、必要事項をご記入のうえ、添付書類が必要
な場合はその書類を添えて下記の宛先まで郵送してください。なお、封筒・切手はご用意ください。

宛先：〒694-0064　大田市大田町大田ロ1111　大田市役所　子ども保育課（児童手当担当）

　令和７年３月31日までに上記のいずれかの申請方法にてお手続きください。
　　　　　　　　　　　　　　詳しくは、市ホームページまたは下記までお問い合わせください　

問子ども保育課（☎0854‐83‐8107）

市ホームページ

【養育している子の年代】
　①０歳～１５歳（中学生年代まで）
　②１６歳～１８歳年度末まで（高校生年代）
　③１８歳年度末経過後～２２歳年度末まで（高校卒業～大学生年代）
　（②、③の子は、学生、就業中などの状況は問いません）

【受給資格者との同居・別居】
　同居：住民票上同じ世帯
　別居：住民票上別の世帯

子の人数

１人

①、③

②と同居

②と別居

②と同居

②と別居

②と同居

②と別居

①のみ

①、③

子の年代 手続きの
要・不要

必要

不要

必要

必要

不要

①のみ 不要

不要

必要

必要な手続き

２．増額改定、３．別居監護の申立

（同居・別居ともに）手当額が変わらないため手続き不要

２．増額改定、３．別居監護の申立

２．増額改定、３．別居監護の申立、４．監護相当・生計費の確認

市で受給要件（②の子の増額）を確認できるため手続き不要
（手当額が増額となる方へは、後日通知します）

（同居・別居ともに）手当額が変わらないため手続き不要

市で受給要件（第３子以降の加算）を確認できるため手続き不要
（手当額が増額となる方へは、後日通知します）

２．増額改定、４．監護相当・生計費の確認

①、②

①、②、③

①、②２人

３人以上
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守りたい　未来があるから　火の用心
秋の全国火災予防運動　11月９日～15日

ごみの持ち込み

11月不燃ごみの収集日

▼燃やせるごみ
大田可燃物中間処理施設（静間町）
▼不燃ごみ
大田市不燃物処分場（仁摩町宅野）
▼プラスチック製容器包装
大田容器包装リサイクルセンター
　　　　　（静間町／一般家庭のみ）
※　事業所は持込みできません。
▼資源物Ａ・Ｂ・Ｃグループ
大田リサイクルセンター
（大田町野城／休日・一般家庭のみ）
※　事業所は持ち込みできません。
※　平日は一般家庭の持ち込みもでき
ません。

【平日】（祝日・休日は除く）
一般家庭　９時～16時
事 業 所　９時～15時
【休日】　３日・17日　
一般家庭　８時30分～11時30分
※　事業所は休日に持ち込みできま
せん。

22

大田（橋北）
大田（橋南）
川合・久利
久手（鳥越含む）
鳥井・長久（新諸友含む）
静間・五十猛・大屋
富山・朝山・波根
大森・水上・祖式・大代
三瓶・山口（大田野城含む）
仁摩地区 
温泉津地区
▼不燃粗大ごみ　
鳥井・長久（新諸友含む）
静間・五十猛・大屋

20
22
21
25
29
19
27
28
18
26
28

日日６
１
７
11
15
８
13
14
５
12
14

７日
12日

　秋の全国火災予防運動が11月９日から11月15日まで、全国一斉に実施
されます。
　これから空気の乾燥する日が多くなり、火災が起こりやすくなります。
屋内外問わず、一人ひとりが火の用心を心掛けましょう。

　たばこ、ストーブ、こんろ、電気機器など、生活する上でかかせない
身近にあるものが火災原因の上位を占めています。
　この機会に防火についてもう一度再確認されてはいかがでしょうか。

家族で取り組もう　住宅防火対策

～　住宅防火　いのちを守る　10のポイント　～

１．寝たばこを絶対にしない、させない
２．ストーブの周りに燃えやすいものを置かない
３．こんろを使うときは火のそばを離れない
４．コンセントはほこりを清掃し、不必要なプラグは抜く

１．火災の発生を防ぐために、ストーブやこんろなどは安全装置の
　　付いた機器を使用する
２．火災の早期発見のために、住宅用火災警報器を定期的に点検し、
　　10年を目安に交換する
３．火災の拡大を防ぐために部屋を整理整頓し、寝具・衣類・カー
　　テンは防炎品を使用する
４．火災を小さいうちに消すために、消火器などを設置し、使い方
　　を確認しておく
５．高齢者や身体の不自由な人は、避難経路と避難方法を常に確保
　　し、備えておく
６．防火防災訓練への参加、戸別訪問などにより、地域ぐるみの防
　　火対策をおこなう

家族みんなで、
火災から尊い命を守りましょう

問消防本部（☎0854‐82‐0650）

つの習慣

つの対策
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問人権推進課（☎0854‐83‐8038）

８日㈮ 19時～20時30分

はぴこ交流サロン（無料の結婚相談会）
２日㈯ 10時～11時30分

大田まちづくりセンター

問大田はぴこ会事務局（☎080‐2940‐7266）
電話受付：平日10時～18時、第２金曜日10時～21時

　・問県央保健所健康増進課（☎0854‐84‐9823）申

申

申

11月の相談

23

生活相談

こころの健康相談・アルコール相談（要予約）

難病相談

ふくし
よろず
相　談

月～金
９時～17時
専用電話
0854‐84‐7577

暮らしの困りごと、悩みご
とに関する総合的なサ
ポート
（電話・来所・訪問）

司法書士
相　　談

法律相談
（弁護士による
パソコン面談）

12日㈫ 
10時～12時
要予約・無料

市社会福祉協議会本所

市社会福祉協議会本所

しまね難病相談支援
センター（出雲市）
（☎0853‐24‐8510）

　・問市社会福祉協議会本所（☎0854‐82‐0091）

26日㈫ 13時30分～15時30分 県央保健所

エイズ・肝炎検査、骨髄バンク登録（要予約）

　・問県央保健所　医事・難病支援課（☎0854‐84‐9825）
５日㈫・19日㈫　９時30分～11時 県央保健所

１日・８日・15日・
22日・29日（いず
れも金）
10時～15時40分
要予約・原則無料。
３回目の継続相談
から有料。

移動ナースバンク

問島根県ナースセンター（☎0852‐27‐8510）
27日㈬ 13時30分～16時 ハローワーク石見大田

福祉のお仕事相談会
27日㈬ 13時30分～15時30分
問島根県福祉人材センター石見分室（☎0855‐24‐9340）

月曜日～金曜日
８時30分～16時30分
電話相談のみ
２日㈯ ９時～11時30分

一般相談

就労相談
（要予約）

13日㈬　
13時30分～15時30分

年金相談（要予約）
５日㈫　10時～15時
21日㈭　10時～15時

市役所４階大講堂

交通事故相談（要予約）

　出雲年金事務所お客様相談室（☎0853‐24‐0045）
問市民課（保険年金係）（☎0854‐83‐8154）
※　ご予約は出雲年金事務所お客様相談室まで

申

　島根県交通事故相談所（松江市）（☎0852‐22‐5102）
問危機管理課（☎0854‐83‐8009）

５日㈫　９時～15時 市役所２階第２会議室
申

１日㈮　９時～12時 仁万まちづくりセンター
行政相談

　市役所本庁の税務課収納管理係で市税・国民健康保険
料・後期高齢者医療保険料の納付や相談を受け付けます。
★夜間納付・相談窓口（17時15分～20時）
　10月29日㈫、30日㈬、31日㈭
　11月27日㈬、28日㈭、29日㈮
★休日納付・相談窓口（10時～14時）
　11月17日㈰

  問税務課収納管理係（☎0854‐83‐8026）

納期限および口座振替日
市県民税

国民健康保険料
後期高齢者医療保険料

12月２日
－

５期
５期

10月31日
３期
４期
４期

期限内に納付をお願いします税・保険料

15日㈮　10時～16時 おおだふれあい会館
石見法律相談センター相談会（要予約）

若者就労相談（要予約）
８日㈮　10時～12時 ハローワーク石見大田

　・問石見法律相談センター（☎0855‐22‐4514）
相談（40分以内）は原則無料。３回目の継続相談から有料。
申

　ハローワーク石見大田（☎0854‐82‐8609）
　サポートステーション出雲（☎0853‐31‐6663）
申
申
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人
口
減
少
対
策
の
取
り
組
み

　
本
市
で
は
、
加
速
す
る
人
口
減

少
に
対
し
、
定
住
促
進
、
雇
用
の

場
の
拡
大
、
子
育
て
支
援
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
施
策
を
進
め
て
い
ま

す
が
、
出
生
数
が
年
々
減
少
す
る

な
ど
、
深
刻
な
状
況
が
続
い
て
い

ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
の
な
か
、
よ

り
効
果
的
な
施
策
構
築
に
向
け
て

実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
の
調

査
で
浮
か
び
上
が
っ
た
ニ
ー
ズ
の

ひ
と
つ
に
「
出
会
い
の
場
」
の
充

実
が
あ
り
ま
し
た
。

　
本
市
で
は
、
独
身
男
女
が
安
心

し
て
利
用
で
き
る
、
出
会
い
の
窓

口
「
お
お
だ
縁
結
び
サ
ポ
ー
ト
事

業
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
結
婚

支
援
相
談
員
を
配
置
し
、
島
根
県

や
「
し
ま
ね
縁
結
び
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
」
と
連
携
し
た
取
り
組
み

を
進
め
て
い
ま
す
。

「
大
田
は
ぴ
こ
会
」
の
活
動

　
こ
の
事
業
で
は
「
大
田
は
ぴ
こ

会
」
が
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て

い
ま
す
。

　
大
田
は
ぴ
こ
会
は
、
結
婚
を
希

望
す
る
人
の
新
た
な
一
歩
を
後
押

し
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
と
し

て
平
成
28
年
か
ら
活
動
を
開
始

し
、
独
身
男
女
の
婚
活
を
サ
ポ
ー

ト
し
て
き
ま
し
た
。

　
活
動
は
、
独
身
男
女
の
マ
ッ
チ

ン
グ
、お
見
合
い
、月
２
回
の
無
料

相
談
会
、
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

で
の
無
料
出
張
相
談
会
、
他
団
体

と
合
同
で
お
こ
な
う
イ
ベ
ン
ト
開

催
な
ど
、
実
に
さ
ま
ざ
ま
。
大
田

は
ぴ
こ
会
登
録
者
の
気
持
ち
に
寄

り
添
い
、
婚
活
へ
の
不
安
を
和
ら

げ
る
よ
う
、
丁
寧
で
き
め
細
や
か

な
対
応
を
心
が
け
て
い
ま
す
。

　
大
田
は
ぴ
こ
会
登
録
者
数
は
、

男
性
61
人
、
女
性
22
人
（
令
和
６

年
９
月
現
在
）
で
、
今
ま
で
の
成

婚
実
績
は
56
人
。
多
く
の
人
が
、

大
田
は
ぴ
こ
会
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

会
員
の
支
援
を
受
け
、
新
た
な
一

歩
を
踏
み
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
多
年
に
わ
た
る
結
婚
支
援
の
取

り
組
み
が
大
き
な
成
果
を
上
げ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
島
根
県
知
事
か

ら
感
謝
状
を
受
け
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
会
員
も
複
数
お
り
、
今
や
本
市

の
結
婚
支
援
に
な
く
て
は
な
ら
な

い
存
在
と
な
っ
て
い
ま
す
。

新
た
な
「
出
会
い
の
場
」
創
出

の
取
り
組
み

　
本
市
で
は
、
今
年
度
、
新
た
な

出
会
い
の
場
に
対
す
る
ニ
ー
ズ
を

受
け
、
大
森
町
を
再
現
し
た
メ
タ

バ
ー
ス
空
間
を
活
用
し
た
婚
活
イ

ベ
ン
ト
を
企
画
し
ま
し
た
。

　
メ
タ
バ
ー
ス
空
間
で
出
会
い
、

リ
ア
ル
の
大
森
町
で
の
対
面
・
共

同
交
流
に
繋
げ
る
取
り
組
み
で
す
。

　
初
め
て
の
取
り
組
み
に
な
る
た

め
、
大
田
は
ぴ
こ
会
の
ノ
ウ
ハ
ウ

や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
頼
り
、
協
力

を
お
願
い
し
ま
し
た
。

大
田
は
ぴ
こ
会
と
の
連
携
で

結
婚
支
援
の
輪
を
広
げ
た
い

　
人
口
減
少
対
策
に
お
い
て
、
結

婚
支
援
は
重
要
な
施
策
の
ひ
と
つ

に
な
り
ま
す
。

　
今
後
も
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
幸

せ
な
生
活
実
現
と
魅
力
あ
る
ま
ち

づ
く
り
に
向
け
、
大
田
は
ぴ
こ
会

と
の
連
携
・
協
力
に
よ
り
、
結
婚

を
希
望
す
る
人
の
支
援
に
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

　
＊
メ
タ
バ
ー
ス
　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上

に
仮
想
的
に
つ
く
ら
れ
た
、
現
実
を
超
え

た
も
う
一
つ
の
世
界
の
こ
と

＊

縁結びボランティア「大田はぴこ会」の皆さんと、大田市の結婚支援相談員（右）と人口減少対策担当者（後列左）

　
結
婚
を
考
え
て
い
る
か
た
は
、

ま
ず
は
お
気
軽
に
無
料
相
談
会
に

お
越
し
く
だ
さ
い
。

《
大
田
は
ぴ
こ
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
》


